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第 5 章では，夕、イレクトアクセス制御において， 2 段アクチュエータにフィードフォワードプレーキパルスを加え
ることで，さらにアクセス時間が短縮できることを明らかにしている。
第 6 章では，対物レンズ速度をフィードパックすることにより 2 段アクチュエータ結合トラッキングサーボ系の安
定性を改善すると同時に，フィードフォワード型 2 自由度速度制御系を構成してダイレクトアクセスを実現したこと





また，第 3 章の 2 段結合トラッキング制御方式，第 4 章の状態観測器を用いたダイレクトアクセス制御方式及び第
649-
6 章の高剛性制御方式の全てを内蔵した 2 種類の専用 LSI の開発について述べている。さらに，これらの専用 LSI を





































(4) 以上の研究で得られた制御方式を全て組み込んだ専用 LSI を開発し， 130 111m 及び90 111m 光ディスク装置に搭
-650-
載して製品化することで，本研究の有用性と実用性を示している。また，製品化に際して，装置の組立調整コストの
削減，及び光ヘッドなどの特性の経年変化による性能劣化の回避，製造ノfラメータの異なるディスクに対して安定な
動作の保証を目的としたブォーカシング及びトラッキングサーボ系のオフセットの自動調整機能を開発し実用化して
いる。
以上のように，本研究では，光ディスク装置の高速高精度位置決め制御に関する研究を段階を追って進め，シミュ
レーション及び実験を通して理論的・実際的検証を行ってこれらの制御方式を確立するとともに，最終的にはこれら
の成果を総合した専用 LSI を開発して製品化に結びつけ，光ディスク装置の高性能化及び高信頼性化を達成してお
り，これらの成果はシステム制御工学上貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認
める。
